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論文題目 
長野県佐久地域における循環地下水資源量の 

推定に関する研究 

 

目的  

水 源 とな る山 林の 外国 資本 に よる 取得 や 、工 場、 病院 など の大 規 模施 設で の 大量 の地 下水 の取

水などの問題を解決すべく、 2014 年 3 月、水循環基本法が成立し、健全な水循環を図ることが

求 め られ てい る。 水資 源の 保 全と 適正 な 利用 をは かる ため 、各 自 治体 では 水 循環 基本 計画 が検

討 さ れ始 めて いる 。そ のた め の必 須デ ー タで ある 水源 域か らの 地 下水 涵養 量 を推 定す る方 法は

十 分 確立 され てい ない 。そ こ で， 地下 水 資源 が豊 富な 千曲 川源 流 域に ある 佐 久地 域に おい て水

収 支 の概 念に 基づ いた 間接 測 定法 によ っ て持 続的 な利 用が 可能 な 水循 環過 程 にあ る地 下水 資源

量の把握を試みる。  

 

方法  

 水収支式を用いて分水嶺で分けた各流域について循環地下水資源量 G を水収支式  

G (＋ ds/dt  )＝ PA-EA-D 

から推定した。ここに、 P は降水量、 E は蒸発散量、 A は流域面積、 D は河川流出量、ｓは貯留

量、ｔは時間を表す。降水量は各観測所の 2014 年のデータを用いた。 E は可能蒸発散量として

ソーンスウェイト法をより算出した。河川流出量については、ドップラー式流量計 ADCP を用い

た各河川につき月 1 回の固定点流量測定と、 H 鋼式水位計による連続水位観測記録をもとに作

成 し た修 正マ ニ ング モデ ル (船 田 , 2013)を使 っ てハ イド ログ ラ フに 変換 して 求 めた 。ま た、 年

間の貯留量変化 (ds/dt)については、ゼロとみなした 。  

 

結論  

1) 水収支式より、長野県佐久地域 (約 1300km²)における 6 月～ 11 月の 6 か月間の深層循環

地下水量 G★は 7.85×10⁷m³と推定される。これは、佐久地域の水需要量 (3080 万 m²/年 )のおよ

そ 2.6 倍にあたる。  

2) 6 月～ 11 月における降水の地下水への涵養率は、およそ 7.1％と推定される。  

 

3) 長 野県佐 久流域に 期待さ れる年 間の深 層循環 地下水量 G★は 7.57×10⁷m³～ 8.29×10⁷m³

と推定される。これは佐久地域の水需要量のおよそ 2.5 倍～ 2.7 倍にあたる。  

 

4) 測定困難な冬季、渇水期および平水期である 1 月～ 5 月、 11 月、 12 月における循環地下

水資源量 G は、 (P-E)の一次式で近似されるリスポンス関数で近似可能である。  

 

5) 水収支法という間接法で求めた循環地下水資源量 GI★は、ピストン流モデルに基づく直

接測定法による GD★と比べてやや少なく見積もられたが、ほぼ一致した。  

 


